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洗濯による綿布の手触り乾湿感の変化

　　　　　　　　　　　　福岡教育大学　○長山芳子　西町祥子

【目的】被服の洗濯・乾燥後の取り込み、着用、収納・保管などを行う場合、布の乾燥状

態を手触りによって判断する場合が多い。一方、洗濯およびすすぎ過程において、汚れは

除去されるが、同時に布の損傷も生じていることが認められている。この損傷や性状変化

が、乾燥状態の判断すなわち手触りによる布の乾湿感に及ぼす影響について、官能検査法

を用い検討した。

【方法】試験布はブロード、天竺、ネルの綿３種類とした。Terg-Otometer洗浄機で浴温度

４ 0°C、浴比1:20、0 ～1 0 0時間洗濯後、アイロン仕上げをした。さらに温度2 0

｀c、水分率８段階に調湿し用いた。試験室は室温２ 0 °C、湿度6 5 %RHとした。

被検者は学生男女各2 0 とし、椅座位において視覚の影響を取り除いたのち官能検査を

行った。試験布をきき手で触り、乾湿感は４段階評定（乾いている、やや湿っている、か

なり湿っている、濡れている）を□頭で回答した。さらに、その布が洗濯物であれば取り

込むか否かも回答した。提示する布地の種類、水分率および洗濯時間の順序は被検者間で

ランダムとした。

【結果】いずれの場合も、布の水分率増加とともに「乾いている」評定は減少し、高水分

率では「濡れている」評定が出現した。洗濯時間にかかわらず、ネルの湿り気評定は、ブ

ロードおよび天竺よりも低い傾向を示した。長時間洗濯布の湿り気評定は、未洗濯布より

も低下する傾向を示した。

D 72 洸濯機による屯布の洗浄（第3報）
文化女大執政　o土橋明美　高橋瞼3･　林雅3-

　i 的：我々はこれま-l' l'~、消食港・立場わヽら、s機種。新水琉流濯機を用いて. 各紅。

指示する浹浄方沃､こ従い、アクリル毛々の跳浄を行しヽ、洗浄机被皮物の性能変札、f t ぎ

性, 操作性を検討１てきμ。畏・蛉果、洗浄時に使用する洗選ｷｯﾄ・使用の有無、;年ｯﾄ内

へ<n も今の入れ方などが影響することが明ら0ヽになっr:。本報でぼ、効果的なも布流浄の

一尊凶である洗選ねﾄ。働響き中･ぐに浹討した。

　方茲：家庭用洗濯機3 麹優自動式2 塘,ニ槽式I 腫)につき、アクリル100 % 毛布を試料布とし

て、界面右桂剤LA5(0.04μ)、水量高水ii、腹温3o±2°C ヒU . 洗浄･すすぎなどの行程は各社の

指示を蕎準､こして洗浄しre。決遭わﾄIぷ使用の有蕉、使用の際はそ・大きき、メッシュを変え

て繰り遂しlo回娩争しμ。流浄力の評価､よ､油柘学協会砥人工｡汚乗布を毛斥の敢薗阿に取り

付けて流浄し、流浄効率を求め、毛布め性能変化は､収嫁率,曳量滅､風合いの変化の比較によ

り. まrこす１ぎ性ぱ､洗寺残漱t.呻Lいこより分析し. LAS回収率■£.求めて. 比較検討しTこ。

　結果；洗躍冬ｯﾄの使用により全体に洸浄効率は低下し、汚梁布取り付け位■によるバ｀う

ヽソキが和ﾄを使用しない場合に比べて大きくあらわれる。まTこ万万ぎ碓も低下する。この

ゑX ﾈｯﾄ使用はis; ずしも得策ではなしヽ。しかし性能変礼についてほ、収縮率、奎量滅にお

いても. まTこ手ざip ')･ 表面状態苓の風合いについてもﾈﾂﾞﾄによる機械>!7 の軽減ヵヽら、ネッ

トを｡使用しない場合に瓦べて刀｀なりよしヽ綿果となっμ。冬ッ)■ lこついてば、その大きさ、形、

メッシエの大きさなどによって、風合いの保将k ともに洗浄知率、Tすぎ性の向上をは力ヽる

こヒが可能で、これについても比較検討しrこ。


